
六
三
制
の
敎
育
制
度
と
と
も

に
、
新
敎
育
の
二
本
の
柱
と
い

わ
れ
る
敎
育
委
員
會
制
度
は
、

昭
和
二
十
三
年
七
月
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
「
敎
育
委
員
會
法
」

に
基
ず
ぎ
、
同
年
秋
全
國
的
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
「
都
道
府
縣

敎
育
委
員
會
」
と
一
部
市
町
村

に
設
け
ら
れ
た
「
地
方
敎
育
委

員
會
」
の
発
足
に
よ
り
實
施
に

移
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
も
全
國

敎
育
委
員
會
に
よ
つ
て
運
營
さ
れ
て
ゐ
る

本
市
の
敎
育
は

１
　
學
校
そ
の
他
敎
育
機
關

の
設
置
管
理
廢
止

２
　
敎
育
財
産
の
取
得
、
管

理
、
處
分

３
　
敎
科
内
容
と
そ
の
取
扱

４
　
敎
科
用
圖
書
の
採
擇

５
　
敎
育
機
關
の
職
員
の
任

免
、
人
事

６
　
敎
育
機
關
の
敷
地
の
決

定
、
變
更
、
建
物
の
營
繕

保
全
７
　
敎
具
そ
の
他
設
備
の
整

備８
　
規
則
の
制
定
、
改
廢

９
　
敎
育
予
算
の
編
成
、
執

行1
0
　
基
本
財
産
、
積
立
金

の管
理
1
1
　
敎
育
事
務
の
た
め
の

契約1
2
　
社
會
敎
育

1
3
　
敎
育
職
員
の
研
修

1
4
　
兒
童
生
徒
敎
職
員
の

保健
、
福
利
、
更
生

に
お
い
て
、
敎
育
に
關
す
る
立

法
と
行
政
を
評
價
を
行
い
、
「

市
民
の
敎
育
に
關
す
る
公
正
な

民
意
に
基
ず
き
」
「
敎
育
の
自

主
性
を
確
保
し
な
が
ら
」
「
本

市
の
實
情
に
即
し
た
敎
育
行
政

を
行
う
」
こ
と
を
前
提
と
し
て

運
營
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
敎
育
行
政
の
具
体
的

事
務
内
容
に
は
、
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
で
し
よ
う
か
、
主
要
な

も
の
を
列
記
し
ま
す
と
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市

町
村
と
共

に
二
十
七
年
十
一

月
一
日
よ
り
敎
育
委
員
會
の
発

足

を
見

、
市
役
所

の
教
育
課
よ

り
の
引
繼
を
受
け
て
學
校
教
育

社
會
教
育
の
全
般
に
わ
た
り
、

そ
の
運
營
に
當
る
こ
と
に
な
つ

た
の
で

あ
り
ま
す
。

本
市
敎
育
委
員
會
は
五
名
の

「
敎
育
委
員
」
に
よ
つ
て
構

成

さ
れ
、
委
員
の
合
議
制
に
よ

つ
て
敎
育
法
規
の
許
す
範
園
内

委
員
會
の
定
例
會
は
毎
月
五
日

と
し
必
要
に
應
じ
臨
時
會
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
ぎ

る
よ
う
に

な
つ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
一
日

委
員
會
発
足
以
來
本
年
七
月
末

日
に
至
る
定
例
會
十
回
、
臨
時

會
二
回
、
計
十
二

回
を
開

催
、

そ

の
間
陳
情
二
十
六
件
、
請
願

十
一
件
、
計
三
十
七
件
中
採
擇

二
十
三
件
、
了
承
四
件
、
そ

の

他
保
留
調
査
を
要
す

る
も

の
十

件
、
右
の
處
理
件
數
中
そ
の
大

部
分

が
工

事
を
完
了
そ

の
目
的

は
達
成
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
そ

の
他
教
育
委
員

會
關
係
の
條
例
、
及
び
諸
規
則

委
員
長
　
　
松
田
　
丈
夫

副
委
員
長
　
恒
吉
　
忠
藏

委
員
　
　
　
原
　
　
　
隆

委
員
　
　
　
三
重
野
老
吉

委
員
　
　
　
仁
田
脇
儀
一

（
議
會
選
出
）

敎
育
長
　
　
後
藤
　
初
藏

1
5
　學
校
保
健
計
画
の
企
画

實
施
1
6
　學
校
環
境
の
衛
生
管
理

1
7
　証
書
、
公
文
書
類
の
保

管
1
8
　教
育
の
調
査
、
統
計

1
9
　
そ
の
他
の
敎
育
事
務

敎
育
委
員
定
例
會

こ

の
よ
う
に
多
方
面

に
わ
た

る
事
務
を
分
担
し
て
こ
れ
を
適

切
に
立
案
し
處
理
し
反
省
し
て

そ
の
成
果

を
あ
げ
て
ゆ
く
た
め

に
教
育
専
門
職
員

や
事
務
職

員

を
も
つ
て
構
成
す
る
「
敎
育
委

員
會
事
務
局
」
が
お
か
れ
そ
し

て
事
務
局
の
最
高
責
任
者
が
敎

育
長
で

あ
り
ま
す

。

例
年
十
一
月
三
日
の
「
文
化

の
日
を
」
中
心
に
縣
内
各
機
關

り
体
で
整
化
行
事
が
多
彩
に
繰

團
展
げ
ら
れ
て
來
ま
し
た
が
、

昨
年
か
ら
は
全
縣
一
体
の
綜
合

的
な
祭
典
と
し
て
文
化
祭
を
と

り
あ
げ
廣
く
郷
土
文
化
の
振
興

を
圖
る
と
い
う
意
味
で
縣
と
縣

敎
育
委
員
會
が
主
催
の
も
と
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
は
十
月

下
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
の
二
ケ

月
間
と
な
つ
て
い
ま
す
。

合
文
化
祭

、
規
程

を
制
定
及
び
二
十

八
年

度
予
算
審
議

、
學
校

教
百
施

設

敎
職
員
人
事
問
題
、
學
校
區
問

題
社
會
敎
育
並
び
に
保
健
体
育

の
促
進
等
全
國
地
方
敎
育
委
員

會
連
絡
協
議
會
と
の
連
携
に
よ

り
山
積
せ
る
敎
育
の
諸
問
題
を

民
主
的
に
合

理
的

に
早
期
に
解

決
を
期
し
て
盡
力
さ
れ
て

お
り

ま
す
。

國
富
小
學
校
　
本
舘
九
十
四

坪

小
戸
小
學
校
　
百
九
十
三
坪

五
合

内
海
小
學
校
　
校
舎
百
五
十

五
坪

宮
崎
西
中
學
校
　
校
舎
四
十

一
坪

青
島
中
學
校
　
校
舎
六
十
坪

青
島
中
學
校
内
海
分
校
校
舎

六
十
六

坪

二
十
七
年
度
竣
工

の
主

な
小
中
學
校
々
舍

二
十
八
年
度
宮
崎
縣
敎
育
基

本
方
針

並
び

に
努
力
事
項

を
基

礎
と
し
て
こ
れ

が
實
踐
強
化

を

計
り
更

に
左
記
の
点
を
運
営

の

基
本
線
と
し
て
市
敎
育
の
刷
新

向

上
に
努
め
る
も
の
と
す
る

一
　
信
賞
必
罰
を
以
て
臨
み
敎

師
の
徳
性
、
資
質
の
向
上
を

計

る

二
、
和
信
協
力
學
校
敎
育
に
小

二
十
八
年
度
宮
崎

市
敎
育
基
本
方
針

一
、
敎
育
職
員
の
資
質
向
上

一
、
道
徳
敎
育
に
は
敎
師
の
率

先

垂
範

を
要
望
し
苛
し
く
も

地
域
社
會
よ
り
指
弾
さ
れ
る

こ
と
な
き

を
期
す

る

一
、
完
全
授
業

を
嚴
守
し
併
せ

て
敎
育
効
果
の
向
上
を
計
る

一
、
地
域
社
會
に
即
し
た
産
業

敎
育
の
振
興
を
計
る

一
、
僻
地
敎
育
振
興
の
た
め
に

學
校
敎
育
面

一
、
行
政
事
務
の
簡
素
円
滑
化

を
は
か
り
敎
育
現
場
に
支
障

を
來

さ
ざ
る
よ
う
留
意
す
る

一
、
敎
育
財
政
の
運
用
を
効
率

的
と
し
て
最
大
の
効
用

を
発

揮
す

る
よ
う
努
め

る

一

、
施
設
の
整
備
に
最

善
の
努

力
を
拂
う

行
　
政
　
面

努
力
事
項
と
し
て
は

數
精
鋭

の
妙
味

を
発
揮
す
る

三
、
本
市

の
特
殊
性

に
鑑
み
宮

崎
縣
敎
育
界
の
先
達
た
る
の

信
念
と
自
覺
に
徹
す
る

必
要

な
措
置

と
努
力
を
拂
う

一
、
特
殊
敎
育
に
つ
い
て
は
万

全
の
措
置
を
講
じ
、
長
欠
、

不
就
學
兒
童
生
徒
一
掃
を
計

り
敎
育
の
機
會
均
等
、
特
殊

敎
育
の
進
展
を
期
す

一
、
學
校
保
健
体
育
振
興
の
た

め
必
要
な
各
種
行
事
を
實
施

し
保
健
衛
生
思
想

の
昂
揚
を

計
る

一
、
小
、
中
平
校
体
育
連
盟
學

校

保
健
會

の
自
主
性
を
尊
重

し
之

が
組
織
運
營
の
正

と
相

俟
つ
て
學
校
保
健
体
育
の
振

興

を
圖

る

一
、
學
校
保
健
体
育
の
施
設
の

強
化
に
努
め
る

社
會
敎
育

一
、
公
民
舘

の
内
容
充
實
と
運

營
強
化
を
圖

る

二
、
青
少
年
團
体
指
導
者
の
養

成
並
に
資
質
の
向
上
に
つ
と

め
る

三
、
視
聽
覺
敎
育
の
充
實
を
期

す
る

四

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
啓

蒙
普
及
の
徹

底
を
は
か
る

五
、
婦
人

の
自
主
性

の
確
立
に

つ
と
め
る

九
月
一
五
日
　
（
視
）
國
富
Ｃ
、

Ｐ
、
Ｈ
、
と
し
よ
り
の
日

〃
　
一
六
日
　
（
視
）
瓜
生
野
Ｃ

、
Ｐ
、
Ｈ

〃
　
一
七
日
　
（
視
）
大
島
町

〃
　
一
九
日
　
（
視
）
倉
岡
Ｃ
、

Ｐ
、
Ｈ

〃
　
二
○
日
　
東
九
州
ブ
ロ
ツ

ク
團
体
予
選
（
市
役
所
コ
ー

ト
）
（
視
）
刑
務
所
　
東
中
學
校
運

動
會
〃
　
二
一
日
　
夏
休
作
品
展
示

會〃
　
二
二
日
　
國
体
予
選
（
陸

上
）
大
宮
小
學
校
運
動
會

（
視
）
木
花
Ｃ
、
Ｐ
、
Ｈ

〃
　
二
三
日
　
國
体
予
選
（
陸

上
）
二
四
日
　
敎
育
委
員
長
敎
育

長
會
（
日
南
市
）

〃
二
五
日
　
（
視
）
瓜
生
野
Ｃ

Ｐ
、
Ｈ

二
六
日
敎
育
長
會
（
本
庄
町
）

〃
　
二
七
日
　
古
城
小
、
國
富

小
、
赤
江
小
、
潮
見
小
、
西

中
、
木
花
中
、
檍
小
學
校
運

動
會
〃
　
二
八
日
　
（
視
）
青
島
Ｃ
、

Ｐ
、
Ｈ

〃
　
二
九
日
　
地
區
体
育
會
々

長
會
一
○
月
三
日
　
鏡
洲
小
學
校
運

動
會
〃
　
　
四
日
　
恒
久
小
、
宮
崎

小
、
小
戸
小
、
大
淀
小
、
木

花
小
、
瓜
生
野
小
、
江
平
小

内
海
小
、
檍
中
、
大
宮
中
、

倉
岡
小
運
動
會

〃
　
五
日
　
委
員
會
（
定
例
會

〃
　
一
○
日
　
北
中
運
動
會
）

〃
　
二
一
日
　
青
島
小
、
青
島

中
、
大
淀
中
、
赤
江
中
學
校

運
動
會

未
定
　
　
　
公
民
館
訪
問
指

導
（
十
二
月
迄
）
青
年
學
級

倉
岡
地
區
訪
問
指
導
、
修
學

旅
行
十
一
月
　
市
民
体
育
大
會
、
文

化
祭
、
優
良
公
民
館
表
彰
、

縣
下
郡
市
對
抗
青
年
大
會
、

優
良
公
民
館
視
察
、
ホ
ー
ム

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
産
業
青
少
年

発
表
會
、
委
員
會

十
二
月
　
指
定
公
民
館
研
究
発

表
會
、
市
公
民
館
長
會
議
、

南
九
州
驛
傳
競
争
市
民
体
育

大
會
冬
季
大
會

備
考
　
（
視
）
視
聽
覺
敎
育

市
敎
委
の

行
事
豫
定
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副委員長恒吉忠蔵 委員長　松田丈夫

委員　三重野老吉 委　員　原　　 隆

敎育長　後藤初蔵 委員　仁田脇儀一

◎市民の敎育委員會とは

◎敎育費は市費のうちこ

んな割合を占めている
昭和27年度市歳出予算（最終）

金 額

8,895.500

89,262.300

65,245.500

86,660.700

111,639.700

88,387.200

13,685.800

34,146.000

5,862.200

368.600

3,631.500

12,551.200

23,835.500

2,000.000

比率

1.6

16.3

11.9

15.8

20.8

16.1

2.5

6.1

1.1

0.1

0.7

2.3

4.3

0.4

科　目

議　會　費

役　所　費

警察消防費

土　木　費

敎　育　費

社會及勞働
施　設　費

保健衛生費

産業經濟費

財　産　費

統計調査費

選　擧　費

公　債　費

諸支 出金

予　備　費



小
年
犯
罪
を

防
止
せ
よ

近
年
青
少
年
の
犯
罪
が
成
人

に
比
し
て
増
加
の
傾
向
を
た
ど

り
、
惡
質
化
し
つ
つ
あ
る
の
で

こ
れ
が
防
止
對
策
を
煉
る
た

め
當
市
敎
育
委
員
會
を
始
め
と

し
市
署
、
國
警
統
計
課
共
催
の

も
と
に
市
内
各
關
係
機
關
に
参

集
を
も
と
め
十
八
日
午
後
一
時

よ
り
市
議
會
議
場
に
於
て
青
少

年
防
犯
對
策
懇
談
會
を
開
催
し

深
重
に
討
議
さ
れ
問
題
の
少
年

と
し
て
警
察
が
把
握
し
て
ゐ
る

數
は
五
、
七
○
○
人
で
そ
の
家

庭
の
状
況
を
調
べ
て
見
る
と
兩

親
の
な
い
も
の
が
全
体
の
六
一

、
七
％
と
そ
の
半
數
以
上
を
し

め
父
親
の
み
の
も
の
が
九
、
一

成
績

を
收

め
た

が
更
に
本
年
も

各
地
區
毎

に
職
業
教
育
講
座
を

開
設
し
よ
り
多
く

の
青
少
年
の

指
導
育
英

に
つ

と
め
つ
つ
あ
り

ま
す
。

家
庭

の
無
理
解

病
　
　
　
　

氣

そ
　
の
　
他

計

兒
童
生
徒
総
數

一
二
二
人
　
　
五
○
、
四
％

七
八
人
　
　

三
二

、
二
％

四
二
人
　
　

一
七
、
三
％

二
四
二
人
　
　

一
、
五
六
％

一
五
、
五
三
五
人

一
八
○
人
　
　
六
三
、
三
％

四
三

人
　
　

一
五
％

六
二
人
　
　
二
一
、
七
％

二

八
五
人
　
　

四
、
七
二
％

六
、
○
四
○
人

中
　
學
　
校

小
　
學
　
校

み
ん
な
受
け
よ
う

第
六
回
市
民
講
座
開
講

公
民
と
し
て
の
必
要
な
知
識

徳
操
、
能
力
を
與
え
民
主
々
義

の
根
本
精
神
を
把
握
す
る
と
共

に
日
常
生
活
に
必
要
な
知
識
、

技
術
、
經
験
を
体
得
し
生
活
の

化
學
科
を
圖
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
制
度
を
と
り
入
れ
相
互
的

な
共
同
生
活
体
験
を
活
し
て
社

會
意
識
の
昂
揚
を
目
的
と
し
昨

年
と
同
樣
各
地
區
毎
に
市
民
講

座
を
開
講
青
少
年
、
婦
人
の
敎

育
に
當
つ
て
居
り
ま
す
が
二
十

七
年
度
は
池
内
、
下
北
方
、
和

知
川
原
、
花
ヶ
島
、
東
中
學
校

村
角
、
西
中
、
今
村
、
赤
江
小

學
校
、
國
富
、
大
塚
、
柳
瀬
、

古
城
、
恒
久
、
有
田
、
下
原
、

木
花
小
學
校
、
青
島
、
小
内
海

村
野
島
、
白
坂
、
南
講
、
檍
、

瓜
生
野
、
金
崎
の
各
民
館
、
小

中
學
校
を
利
用
、
青
年
婦
人
の

青
年
學
級
、
婦
人
學
級
、
成
人

學
級
を
開
講
し
そ
の
延
開
設
數

は
四
八
九
回
、
延
受
講
人
員
一

六
、
五
四
〇
名
學
級
數
七
五
學

級

に
お
よ
び
そ
の
初
期

の
目
的

を
達
成
す
る
と
と
も
に
そ
の
成

果

は
大
い
な
る
も
の
が
あ
り

ま

し

た
。

二
十
八
年
度
も
池
内

、
村
角

花
ヶ
島
、
西
中

、
中

村
、
大

塚

恒
久
、
赤
江
、
瓜
生
野
（
三
會

場
）
倉
岡
（
五
會
場
）
木
花
（

四
會
場
）
青
島
（
五
會
場
）
を

開
設
し
更
に
青
年
、
婦
人
が
多

數
受
講
致
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
新
制
中
學
校
卒
業
後
進

學
の
道
を
た
ゝ
れ
家
事
に
從
事

し
敎
育
を
受
け
る
機
會
に
恵
ま

れ
な
い
青
少
年
に
勉
學
の
機
會

を
與
え
、
生
産
に
直
結
し
、
産

業
振
興

の
原
動
力

と
な
る
基
礎

的
（
専
問
的
）
職
業
敎
育
を
施

し
以
て
本
市
産
業
振
興
の
中
堅

産
業
人

を
養
成
す
る
た
め
職
業

敎
育
講
座
を
開
講
予
期
以
上
の

敎
育
の
機
會
均
等
特
殊
敎
育
の

進
展

を
期
し
て
お
り
ま
す
が
昨

年
の
長
期
欠
席
兒
童
生
徒
の
統

計
に
よ
る
數
字
を
御
知
ら
せ
し

て
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
御
父
兄

の
皆
さ
ん

の
一
段

の
御
協
力
を
お
願

い
致

し
度
い

と
思
い
ま
す
。

二
十
七
年
度
に
於
け
る
連
續

と
斷
續
と
を
問
わ
ず
五
十
日
以

上
の
長
期
欠
席
兒
童
生
徒
に
就

い
て
調
査
の
結
果
一
應
左
記
の

如
く
三
區
分
に
し
て

檢
討
致
し

長
期
欠
席
兒
童
．

生
徒
、
不
就
學
児
童

生
徒
に
つ
い
て

は
市

敎
育
委
員
會
は
特
に

二
十
八
年
度
敎
育
基

本
方
針
の
學
校
敎
育

面
の
第
六
項

に
長
期

欠
席
、
不
就
學
兒
童

生
徒
の
一
掃

を
計
り

二
十
七
年
度
学
年
別
全
學
期
に
つ
い
て
調
査

兒
童
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て

い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
よ
う

で
す
、
勿
論
兒
童
生
徒
自
身
の

怠
慢
等
の
理
由
も
な
い

と
は
い

え
な
い
で

せ
う

が
御
家

庭
の
皆

様
方
が
特
に
子
供
の
氣
持
を
充

分
に
御
理
解
に
な
つ
て
子
供
の

氣
持
に
な
つ
て
戴
い
て
兒
童
が

樂
し
い
思
い
で

登
校
す

る
様
御

家
庭
で
も
充
分
注
意
さ
れ
て
先

生
に
御
協
力
不

さ
る
よ
う
こ
れ

は
上
級
の
學
年
に
な
る
程
多
い

樣
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
人
自
身
の
病
氣
又
は
御
家
族

の
方
の
病
氣
に
よ
る
欠
席
も
少

な
く
な
い
よ
う
で

あ
り

ま
す

が

病
氣
は
不
注
意
に
よ
る
い
ろ
ん

な
事

が
原

因
と
な
る
事

が
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
學
校
と
致
し

ま
す
と

長
欠
者
の
大
部

分
が
家
庭
の
無
理
解
と

ま
し
て
も
兒
童
生
徒
の
健
康
に

は
充
分
注
意
致
し
て
居

り
ま
す

が
御
家
庭
で
も
特
に
衞
生
に
注

意
さ
れ
て
病
氣
を
早
期
に
発
見

し
て
診
療
手
當
を
施
し
て
病
気

は
早
く
全
快
し
長
期
間
の
欠
席

を
し
な
い
樣
御
家
庭
の
お
母
さ

ん
方

が
充
分
注
意
さ
れ
學
校
と

共

に
協
力
し
て
子
供
等

が
健
康

で
學
校
に
行
く
事
、
勉
強
す
る

事
を
何
よ
り
の
楽
し
み

と
す
る

よ
う
に
致
し
ま
せ
う

左
の
數
字
は
長
期
間
欠
席
者

を
Ａ

本
人

に
よ

る
も
の
、
Ｂ

家

庭
に
よ
る
も
の
に
區
分
更
に
Ａ

を
七
區
分
、
Ｂ
を
六
區
分
し
て

檢
討

し
更

に
進

ん
で
欠
席
の
状

態
を
疾
病
異
状

、
仕
事
の
形

態

等
に
よ
り
調
査
檢
討
し
た
も
の

を
大
別
致
し
た

の
で
あ
り
ま
す

％

母
親
の
み
の
も
の
が
一
八
、

六
％

で
父

親
だ
け
で
育
て
た
子

供
よ
り
母
親
だ
け
で
育
て
た
子

供
の
方
が
多
く
、
か
ゝ
る
問
題

兒
で
そ

の
犯
罪

の
原
因

は
家
庭

の
放
任
状
態
、
家
庭
の
無
理
解

等
且
そ

の
環
境

が
大
き
な
問
題

で
こ
れ

を
是
正
し
、
家

庭
の
少

年
に
對
す
る
關
心
を
深
め
る
と

共

に
親
し
く
補
導
育
成

し
な

け

れ

ば
な
ら
な
い
。

此
後
の
犯
罪
防
止
對
策
と
し
て

各
部
問
か
ら
活
溌
な
討
議
が
あ

り
午
後
四
時
散
會
し
た
。

宮
崎
營
林
署
管
内
家
一
郷
は

東
西
四
K
M

西
北
八
K
M

余
に

わ
た
る
廣
大
な
地
域
で
西
北
に

双
石
山
を
含
み
、

峻
嶮
で
あ
り

こ
の
地
區
よ
り
鏡
洲
小
學
校
に

通
學
す
る
兒
童
は
約
十
二
K
M

の
地
点
の
者
も
あ
り
、
通
學
に

は
距

離
的
に
も
且
又
雨
天

の
際

等
特
に
困
難
を
き
わ
め
從
つ
て

欠
席
す
る
兒
童
が
多
か
つ
た
の

で

す
が
此
度
家
一
郷
分
校
の
開

設
は
營
林
署
管
内
家
一
郷
從
業

員
父
兄
及
び
兒
童
の
一
大
福
音

で
あ
り
ま
す
。

縣
敎
育
委
員
會
は
九
月
一
日

付
認
可
に
な
り
、
十
一
月
の
新

校
舎
（
大
字
鏡
洲
字
稲
鶴
一
、

○
五
五
番
地
の
一
）
設
立
ま
で

は
大
字
鏡
洲
字
家
一
郷
四
、
三

八
五
番
地
の
營
林
署
の
舊
事
務

所
を
校
舎
に
使
用
開
校
致
し
ま

し
た
。

◎
鏡
洲
小
家
一
鄕
分
校
開
校

お
山
の
分
校

ぜ
ひ
早
期
解
決
え

県
立
高
等
學
校
新
設
促
進
運
動

縣
の
中
樞
地
、
宮
崎
市
、
宮
崎
郡
、
東
諸
縣
郡
の
地
域
を

見
ま
す
に
大
宮
、
大
淀
、
水
産
、
本
庄
の
縣

立
高
等
學
校

が
あ
り
ま
ず
が
殆
ど
最
大
限
の
生
徒
を
収
容
し
て
之
以
上

に
容
る
る
の
余
地

は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
か
る
と
き
に
本
市
の
市
長
、
議
會
議
長
、
敎
育
委
員

會
委
員
長
は
宮
崎
市
郡
東
諸
縣
郡
の
町
村
長
議
會
議
長
、

國
土
の
発
展
は
一
つ
に
か
か
つ
て
産
業
振
興
に

あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い
處
で

あ
り
ま
し
て
而

も
産
業
の
興
隆
は
先

づ
之

に
従
事
す
る
人
材

の
育

成
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
本
縣
當
局
の

「
村
興
し
運
動
」
と
い
い
、
或
は
又
産
業
敎
育
振

興
法
の
発
動
は
何
れ
も
本
懸
刻
下
の
重
要
問
題
解

決
に
密
接
な
る
關
連
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
本

敎
育
季
員
長
連
署
を
以
て
三
月
の
縣
會
に
陳
情
書
を
提
出

し
強
力

に
推
進
運
動
を
始
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
、
毎

年
此
の
地
域
の
中
學
校
卒
業
生
に
し
て
進
學
を
志
望
し
な

が
ら
右

の
様
な
現
況
下

に
不

幸
そ

の
志
を
得
な
い
少
年

の

お
び
た
だ
し
き
數
に
上
り
つ
つ
あ
る
事
は
敎
育
上
の
大
き

な
社
會
間
題
と
し
て
傍
觀
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

別
記
の
如
く
當
市
の
小
、
中
學
校
兒
童
生
徒
數
は
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
併
せ
て
宮
崎
郡
東
諸
縣
郡
の
生
徒
數
も

同
樣
の
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
高
等
學
校
の
新
設

は
早
急
の
問
題
と
し
て
縣
議
會
、
商
工
會
議
所
Ｐ
、
Ｔ
、
Ａ

等
の
關
係
者
親
し
く
懇
談
協
議
し
縣
立
高
等
學
校
設
立
促

進
期
成
同
盟
會
を
設
置
、
會
長
に
宮
崎
市
長
、
副
會
長
に

市
議
會
議
長
本
島
才
次
郎
氏
、
住
吉
村
長
佐
々
木
一
雄
氏
、

高
岡
町
長
長
野
恕
男
氏
を
押
し
、
高
等
學
校
新
設
早
期
解

決
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
協
力
し
進
學
に
燃
ゆ
る
少
年

の
希
望

を
達
成
し
皆
さ
ん
の
御
期
待
に
添

い
た
い
と
思
う

次
第
で
あ
り
ま
す
。

皆樣と共に

１　學　期　出　席　状　况　調

長 期 欠 席

1年4 人
2年5 人
3年6 人

4年7 人
5年6 人

6
年9 人
計37 人

兒
童
數
は

二
學
級
の

で
あ
り
ま
し
て
中
學
校
の
生
徒

は
從
前
通
り
木
花
中
學
校
鏡
洲

分
校
に
通
學
致
し
て
　
り
ま
す



新
憲
法
の
も
と
民

主
的
な
文

化
國
家
建
設
の
基
盤
た
る
敎
育

の
新
し
き
内
容
及
び
形
態

の
根

本
的
改
革
は
。
現

に
な

お
そ
の

進
行
過
程
に
あ
つ
て
未
だ
完
成

の
域
に
は
な
い
。
從
つ
て
新
教

育
の
躍
進
向
上
の
た
め
の
財
政

並
び
に
行
政
の
制
度
機
構
に
つ

い
て
は
、
理
論
と
實
際
に
鑑
み

あ
く
ま
で
現
實
に
即
し
つ
つ
適

正

な
る
改
善
刷
新

を
加
え
て
逐

次
そ
の
完
壁
を
は
か
る
こ
と
が

今
後
に
殘

さ
れ

た
重
要
な
課
題

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宣
　
　
言

縣
下
各
地
敎
委
に
於
い
て
は

さ
る
十
三
日
本
縣
地
敎
委
連
絡

協
議
會
主
催
で
、
各
地
敎
委
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
三

五
〇
余
名

が
出

席
し
宮
崎
縣
敎
育
振
興
大
會
を

開
催
、
縣
地
敎
委
連
協
會
長
宮

崎
市
敎
育
委
員
長
松
田
丈
夫
氏

の
開
會
挨
拶
に
つ
ゞ
い
て
衆
議

院
文
部
委
員
相
川
代
議
士
、
縣

議
會
議
長
市
長
會
々
長
、
市
議

會
會
長
、
町
村
長
會
々
長
、
縣

敎
育
委
員
長
、
縣
敎
育
長
縣
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
會
長
の
祝
辞
か

お
り
引
續
き
議
長
團
に
北
郷
村

委
員
長
坂
本
又
夫
　
高
岡
町
委

員
長
石

神
啓
吾

、
延
岡
市
委
員

長
高
木
一
之
　
高
城
町
委
員
長

新
穂
亀
翁
の
四
氏
を
選
出
し
石

神
氏
よ
り
本
大
會
に
至
る
ま
で

の
經
過
報
告
が
あ
り
、
各
郡
ブ

ロ
ツ
ク
代
表
か
ら
活
溌
な
意
見

の
発
表
が
あ
つ
て
敎
育
の
民
主

化
、
地
方
化

の
徹
底

を
期
す
る

こ
と
を
力
説
し
あ
く
ま
で
地
敎

委
存
績
の
必
要
性

を
強
調
し
次

の
三
議
題

一
、
敎
育
委
員
會
法
普
及
宣
傳

週
間
開
催
の
件

一
、
地
敎
委
連
協
事
務
局
機
構

擴
充
整
備
の
件

一
、
懸
敎
育
予
算
増
額
に
關
す

る
件

に
つ
い
て
宮
崎
市
敎
育
長
後
藤

初
藏
氏
よ
り
説
明
が
あ
り
愼
重

に
討
議
が
行
な
わ
れ
、
全
員
賛

成
で
以
て
決
定
し
、
三
議
題
を

全
國
的
な
運
動
に
推
進
す
る
こ

と
ゝ
し
、
最
後
に
万
場
一
致
で

左
記
宣
言
決
議
を
行

い
盛
大
裡

に
午
後
三
時
三
十
分
閉
會
解
散

し

た
。

が
そ
の
維

持
運

營
の
最
大
眼
目

で
あ
つ
て
、
特
に
敎
育
の
絶
對

的
要

件
た
る
中

立
性
堅
持
の
た

め
。
苛
且
に
も
時
の
政
治
的
權

勢
や
、
党
派

的
若
し
く
は
階
級

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
追
從
偏
向

す
る
ご

と
き
こ

と
無

か
ら
し
む

る
た
め
、
敎
育
に
關
す
る
限
り

政
争
そ
の
他

の
紛
議
に
超
然
た

る
地
歩
を
確
保
せ
し
む
べ
く
獨

立
の
行
政
機
開

と
な
し
、
且
つ

直

接
地
方
民

に
連
結
す
る
民

主

的
な
組
織
機
構
を
執
つ
て
い
る

も
の
に
外
な
ら
な
い
。

故

に
此

の
際
、
こ
の
原
則

を

無
視
し
徒
ら
に
財
政
的
若
し
く

は
事
務
的
理
由
に
よ
つ
て
之
が

一
、
敎
育
を
他
か
ら
の
不
當

な
支
配
に
屈
せ
し
め
な
い

こ
と
。

二
、
そ
し
て
国
民
全
体
に
對

し
て
直
接
に
責
任
を
負
つ

て
敎
育
行
政
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
こ
と
。

三
、
し
か
も
常
に
公
正
な
民

意
に
よ
り
地
方
の
實
情
に

即
せ
し
め
る
こ
と
。

然
る
に
敎
育
基
本
法
、
及
び

敎
育
委
員
會
法
等
一
連
の
新
た

な
敎
育
法
規
に
お
い
て
嚴
乎
採

り
あ
げ
ら

れ
た
根
本
方
針
と
し

て
、
敎
育
に
對
す
る
中
央
集
權

化
の
排
除
と
共

に
、
専
ら
地
方

分
權
主
義
の
も
と
に
新
敎
育
の

民
主
化
實
際
化
を
狙
つ
て
、
昨

秋
漸
く
實
現
を
み
た
市
町
村
の

地
方
敎
育
委
員
會
制
が
、
未
だ

實
施
後
僅
か
に
一
年
に
も
滿
た

な
い
今
日
そ
の
實
態
内
容
を
愼

重
見
究

め
る
こ

と
か
く
、
連
々

然
と
し
て

そ
の
廢

止
を
唱
道
す

る
も
の
が
生
じ

た
こ

と
は
、
地

方
敎
育
制
度
確
立
の
前
途
に
一

抹
の
不

安
な
影

を
投

ず
る
も
の

で

あ
り
、
延
い
て
世
人
に
種
々

の
誤
解
と
昏
迷

を
與
え
る
ご
と

き
こ
と
に
な
つ
て
は
、
や
が
て

新
敎
育
の
實
踐
活
動
の
上
に
も

憂
う
べ
き
混
亂
と
動
搖
を
派
生

せ
し
め
な
い
と
も
測
り

が
た
く

事
態
ま
こ
と
に
遺
憾

に
堪
え
な

い
も
の
が
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
員

敎
育
委
員
會
制
度
は
「
敎
育
委

員
會
法
」
の
第
一
條
に
明
示
し

て
い
る
通
り
、
こ
の
敎
育
行
政

機
關
の
充
實
強
化
に
よ
り

一
、
教
育
の
地
方
化
實
際
化
の

民
主
機
關
た
る
地
方
敎
委
の

存
續
と
共
に
そ
の
擴
充
強
化

を
期
す

る
。

二
、
敎
育
の
中
立
性
を
堅
持
す

る
爲

め
公
正
な
る
民
意

を
尊

重
し
て
本
懸
敎
育
の
振
興
を

期
す

る
。

三
、
他
府
懸
に
比
し
敎
育
費
の

著
し
き
地
域
差
を
是
正

し
國

庫
負
担
額
の
増
加
に
よ
り
縣

下
教
育
財
政

の
確
立
を
期
す

る
。 決

　
　
議

廢
止
を
唱
う
る
ご
と
き
は
、
新

敎
育
の
根
本
的
理
念
を
滅
却
す

る
も

の
と
い
う

べ
く
、
又

こ
れ

を
廢
絶
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
敎

育
の
地
方
分
權
化
を
阻
止
し
、

却
つ
て
中
央
集
權
化
へ
逆
行
せ

し
む
る
ご
と
き
は
新
敎
育
に
理

解
な
き
甚
だ
し
き
妄
斷
と
い
わ

ざ
る
を
得

な
い
。

固
よ
り
地
方
敎
育
委
員
會
の

現
状

は
實
施
匆
々
、
な
お
多
く

今
後
の
改
善
に
俟
つ
べ
き
も
の

が
存
す

る
と
は
い
え

、
現
下
我

國
敎
育
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
に
鑑

み

、
當
面

の
難
局
打
開
の
た
め

寧
ろ
一
層
そ
の
機
能
と
權
限
を

擴
充
強
化
し
、
以
て
敎
育
の
民

主
化

、
地
方
化

の
徹
底
を
期
す

る
の
要
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る

も
の
で
あ
つ
て
、
必
ず
や
世
の

眞
摯
な
る
有
識
憂
國
の
士
は
、

わ
れ
わ
れ

の
こ

の
主
張
を
支
持

し
、
そ
の
目
的
貫
徹
に
向
つ
て

深

甚
な

る
援
助
協
力
を
惜
し
ま

れ
な
い
こ

と
を
確
く
信
じ
て

疑

わ
な
い
も

の
で
あ
る
。

茲
に
本
日
宮
崎
縣

教
育
振
興

大
會
に
お
け
る
滿
場
一
致
の
決

議

を
以
て
右
宣
言
す
る
。

地
方
敎
育
委
員
會
の
進
展
を
期
す

縣
敎
育
振
興
大
会

堂
々
た
る
威
容

（
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
建

築
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
指
定
校
）

宮
崎
小
學

校
竣
工

昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
建

築
モ

デ
ル
ス
ク
ー
ル
指
定
校

と

し
て
十
二
月
三
日
工
事
起
工
式

視
聽
覺
敎
育
は
祇
會
敎
育
の

一
端

と
し
て
取

入
れ
ら

れ
活
用

さ
れ
て
い
た
が
更
に
戰
後
連
合

軍

よ
り
ナ
ト
コ
映
寫
機

の
貸
與

視
聽
覺
敎
育

上
映
フ
イ
ル
ム
分
類
及
び
映
寧
回
數 と

同
時
に
民
主
的
に
社
會
敎
育

を
特
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
啓
蒙
等
に
活

用
さ
れ
、
市
民

の
理
解

と
協
力

で
之
が
充
實
に
努

め
漸
次
學
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
年
會
、
婦
人
會
等

を
對

象
に
運

營
さ
れ
、
市
内
小

並
び
に
地
鎮
祭
を
行
い
第
二
期

工
事
と
し
て
着
工
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
工
事
は
前
回
第
一
期

工
事
と
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
、
普
通
敎
室
九
室
、

特
別
敎
室
三
敎
室
に
續
く
も
の

で
、
同
じ
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
普
通
敎
室
二
六
敎
室

特
別
敎
室
三
敎
室
の
堂
々
た
る

校
舎
で
縣
下
で
も
モ
デ
ル
校
と

し
て
そ
の
威
容
は
大
宮
崎
市
の

小
學
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
で

あ
り
ま
し
て
八
月
二
十
五
日
に

一

期

工

事

二
期
工

事

國
庫
補
助

一
三
、
三
七
二
、

三
○
○

三
○
　
五
一
○
、

七
○
○

市
　

債

一
三
、
○
○
○
、
○
○

○二
九
、
二
七
四
、
○
○
○ 市

費
三
七
二
、
三
○

○一
、
二
三
六
、

七
○
○

計二
六
、
七
四
四
、

六
○
○

六
一
、
○
二
一
、

四
○
○

第
一
期
工
事
完
成
校
舎

一
階
一
四
四
坪
五
　
二
階

一
四
三
坪
　
三
階
　
一
四

三
坪
　
屋
階
一
〇
坪
五

計
　
四
四
一
坪

第
二
期
工
事
完
成
校
舎

一
階
三
九
五
坪
　
二
階
三

九
五
坪
　
三
階
三
五
二
坪

計
　
一
、
一
四
二
坪

完
成
致
し
ま
し
て
兒
童
始
め
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
共

に
市
局

當

並
び
に
市
議
會
の
御
盡
力
に
對

し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す

る
と

と
も
に
喜
び
に
絶
え
な
い
第
次

で
あ
り
ま
す

。

あ

と
本
館
の
建
築
を
殘
す

の

み

と
な
り
ま
し
た
が
。
現
在
竣

工
完
成
し
ま
し
た
校

舎
の
建
坪

及
び
建
築
費
は
左
の
通
り
で

あ

り
ま
す
（
建
築
費
は
事
務

費
総

額
を
含
む
）

中
學
校
に
於
て
も
幻
燈
機
、
映

寫
機
を
購
入
し
、
視
聽
覺
敎
具

は
順
次
充
實
さ
れ
そ
の
運
營
も

主
体
を
學
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
青

年
會
、
婦
人
會
、
地
域
公
民
館

等
に
う
つ
し
、
對
象
も
兒
童
、

生
徒
中
心
か
ら
成
人
中
心
へ
と

情
操
教
育
に
廣
報
活
動
に
自
然

科
學
や
社
會
一
般
の
知
識
の
普

及
に
活
用
さ
れ
且
又
市
敎
育
委

員
會
の
発
足
に
よ
り
敎
育
委
員

會
事
務
局
社
會
敎
育
課
が
主
体

と
な
り
、
敎
育
内
容
の
擴
充
に

努
め
る
と
共
に
市
政
の
浸
透
を

計
る
よ
う
最
全
の
努
力
を
は
ら

つ
て
お
り
ま
す
。

敎
）
佐
藤
衞
（
縣
病
院
小
兒
科

部
長
）
戸
高
政
治
（
大
徒
中
保

健
主
事
）
仲
田
ミ
ツ
ル
（
江
平

小
養
敎
）
古
賀
孝
（
吉
賀
病
院

長
）
海
野
フ
ジ
（
宮
崎
小
養
教

）
高
木
秀
美
（
附
属
小
校
醫
）

日
高
辰
美
（
檍
小
保
健
主
事
）

の
諸
氏
に
よ
る
研
究
発
表
が
あ

り
そ
の
成
果
は
見

る
べ
き
も

の

が
あ
つ
た
。
續
い
て
池
田
數
好

醫
學
博
士
（
九
州
大
學
講
師
）

の
特
別
講
演
が
行
な

わ
れ
多
大

の
感
銘
を
與
へ
學
校
保
健
の
重

要
性
を
再

確
認
し
こ
れ

が
振
興

を
期
し
、
午
後
宮
崎
小
學
校
に

お
い
て
分
科
委
員
會
つ
づ
い
て

全
体
協
議
會
に
う
つ
り
活
溌
な

る
討

議
が
行
な

わ
れ
有
意
義
の

う
ち
に
大
會
を
終
了
し
た
。

の
育
成
は
先
づ
健
康
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
健
康
で
あ
つ

て
明
朗
な
る
こ
と
は
敎
育
の
前

提
と
も
云
う
べ
き
で
市
敎
育
委

員
會
、
學
校
保
健
會
は
こ
の
學

校
保
健
の
重
要
性
に
鑑
み
、
縣

下
に
魁
し
て
十
二
日
縣
圖
書
館

ホ
ー
ル
、
宮
崎
小
學
校
の
二
ヶ

所
に
お
い
て
學
校
保
健
大
會
を

開
催
。
學
校
長
、
保
健
主
事
、

養
護
敎
諭
を
始
め
學
校
醫
、
學

校
齒
科
醫
及
藥
劑
師
そ
の
他
一

般
敎
員
、
保
健
管
理
指
導
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
關
係
者
が
多
數
出

席
し
井
上
フ
ミ
子
（
大
宮
中
養

生
徒
兒
童

市
學
校
保
健

大
會

市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
圖

る
こ
と
に
よ
り
戰
後
混
沌
と
し

た
社
會
情
勢
を
い
ち
早
く
建
直

さ
ん

と
し
て
昭
和
二
十
三
年
宮

崎
市
体
育
協
會
が
結
成
さ
れ
て

以
來
各
ス
ポ
ー
ツ
共
漸
次
盛
ん

に
な
り
昭
和
二

十
四
年
に

は
地

區
体
育
合
が
結
成

さ
れ
市
民
ス

ポ
ー
ツ
團
体
と
の
連
絡
を
密
に

そ
の
他
各
地
區
に
於
て
ク
ラ
ブ

各
種
團
体
が
結
集
し
て
そ
の
組

織
は
益
々
強
化
さ
れ
活
動
も
円

滑
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
學
校
体
育
に
於
て
は
學

校
体
育
連
盟
、
學
校
保
健
會
の

運
營
の
も
と
に
學
校
保
健
体
育

振
興
に
大
き
な
援
助

を
與
へ
て

い
ま
す
。

即
ち
學
校
体
育
連
盟
の
組
織
を

な
す
小
學
校
体
育
連
盟
、
中
學

校
体
育
連
盟
に
よ
つ
て
積
極
的

な
敎
材
の
研
究
が
行
わ
れ
敎
職

員

の
自
発

的
な
協
力
に
よ
り
活

溌

な
活
動

が
開
始
さ
れ
施
設
の

整
備
と
共

に
そ

の
普
及
が
著
し

く
進
歩
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
七
年
度
に
於
て

は
文

部
省
よ
り
優
良
團
体
と
し
て
体

育
協
會
が
表
彰
さ
れ
た
の
を
見

健
康
の
維
持
増
進
に
つ
い
て

は
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら

ず
全
市
民
に
体
育
的
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
事
の
適
正
な

運
營
並
に
衞
生
思
想
の
昂
揚

食
生
活
の
改
善
等
体
協
、
地

區
体
育
會
地
區
各
團
体
と
の

縱
横
の
連
絡
を
密
に
し
健
康

の
維
持
増
進
を
圖
る
。

特
に
地
區
の
環
境
特
性
習
慣

を
生
か
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
の
行
事
を
更
に
効
果
あ

ら
し
め
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の
行
事

を
通
じ
て
協
同
責
任
感
等
の

諸
徳
性
を
強
調
し
明
る
い
和

や
か
な
、
生
活
環
境
に
指
向

し
て
い
る
。

各
地
區
体
育
會
に
於
て
青
年

或
は
婦
人
層
が
主
体
と
な
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
生
花
、

料
理
、
講
習
會
、
農
村
文
化

の
普
及
討
論
會
地
區
毎
の
体

育
祭
を
開
催
し
、
老
若
男
女

一
体
と
な
り
社
會
体
育
普
及

一
、
地
區
体
育
會

て
も
そ
の
實
績
を
如
實
に
物
語

る
も

の
で
あ
り
ま
せ
う

市
民
の
健
康
と
体
育

こ
の
會
は
學
校
教
育

に
於
け

る
保
健
管
理
及
び
健
康
敎
育

の
重
要
性

に
鑑
み
こ
れ

に
關

す
る
調
査
研
究

並
に
普
及
進

展
を
圖
り
學
校
保
健
施
策
に

寄
與
す
る
を
以
て
結
成
さ
れ

健
康
敎
育
の
普
及
浸
透
、
學

校
保
健
事
業

の
振
興
助
成
健

康
に
適
し
た
學
校
環
境
及
び

學
校
生
活
の
運
營
に
關
す
る

研
究
と
併
せ
て
學
校
保
健
關

係
者

の
指
導
及
び
研
究

の
助

成
を
圖
り
之
に
關
す
る
學
校

資

材
斡
旋

に
努
力
し
て
い
ま

す
。

四
、
學
校
保
健
會

小
學
校
体
育
連
盟
、
中
學
校

体
育
連
盟

の
積
極
的
な
協
力

の
も
と
に
學
校
敎
村
の
研
修

會
、
体
育
施
設

の
披
充
、
講

習
會
、
行
事
等

が
計
画
さ
れ

適
正
な
る
運
営
が
圖
ら
れ
兒

童
、
生
徒

の
健
康
増
進
は
勿

論
体
育
へ
の
基
礎
敎
育
が
な

さ
れ
て

い
ま
す

。

三
、
學
校
体
育
連
盟

協
同
責
任
感
の
諸
徳
性
を
強

調
し
明

る
い
和
や
か
な
生
活

環

境
に
指
向
し
ス

ポ
ー
ツ
の

振
興

に
つ
い
て

は
各
ス

ポ
ー

ツ
團
体
と
相
提
携
し
て
練
習

會
講
習
會
等
開
催
し
技
術
記

録
の
向

上
を
圖
る
こ
と
に
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
喜
び
を
味

は
し
め
る
よ
う
努
力
し
て

ゐ

ま
す
。

二
、
体
育
協
會

に
當
つ
て
い
る
。

行
事
に
つ
い
て
は
夫
々
地
區

に
於
て
異
る
が
大
体

農
村
地

帶
に
於
て
は
、
排
球
、
卓
球

相
撲
、
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
等

の
農
閉
期
を
利
用

し
た
行

事

が
多
く
行

は
れ
て

ゐ
ま
す
。

体
育
團
体
の
機
構

年度

本數及

回數

フイルム

種別

昭和28 年度

本數 回數

一　　　 般

社會科學

宗　　　敎

言　　　 語

自然科學

産 業 技 術

藝術娯樂

文　　　學

歴史、地理

哲　　　學

計

10

10

4

2

2

2

10

10

4

2

56

8

10

10

30

30

30

30

10

5

5

168

◎本年度の敎育費はどうな
つているか

科　　目

市　　　　　費

教　　育　　費

敎育委員會費

小學校費

中學校費

社會敎育費

保健体育費

敎育諸費

施設營 繕費

學校建築費

維持修繕費

(28年度當初予算)

金 額

564,592.100

61,651.900

11,254.200

12,255.200

7,154.400

3,549.200

1,936.000

306  200

25,205  500

21,000,000

4,200.500

比率

11.0％

18.5

19.7

11.5

57

31

0.

5410

34.2

6.8



敎
室
は
明
る
く
清
潔
で
兒

童
の
安
定
感
を
失
わ
ぬ
場

所
を
選
ん
だ
。

文
板
、
小
黒
板
を
多
く
備

え
た
。

机
、
腰
掛
は
一
人
掛
け
と

し
て
各
個
人
の
身
体
に
合

わ
せ
た
。

円
卓
を
お
き
學
級
全
員
が

着
席
で
き
る
よ
う
に
し
た

敎
材
用
具
、
兒
童
成
績
品

の
整
理
用
と
し
て
戸
棚
（

二
個
）
を
そ
な
え
た
。

觀
察
台
を
お
い
て
、
實
験

觀
察
の
場
を
あ
た
え
た
。

視
聽
覺
敎
具
と
し
て

幻
燈
機
、
デ
ー
ラ
イ
ト
ス

ク
リ
ン
、
フ
イ
ル
ム
、
繪

本
、
圖
表

構
成
造
形
表
現
の
発
備
と

し
て
江
作
台
（
二
個
）
工
作
用

具
（
ハ
サ
ミ
、
物
指
、
小

刀
）
積
木
、
粘
土
板

音
樂
敎
育
施
設
と
し
て
オ

ル
ガ
ン
、
簡
易
樂
器
、
ラ

ジ
オ
動
植
物
栽
培
施
設
と
し
て

水
槽
、
飼
育
箱
、
小
鳥
箱

植
木
鉢
、
如
露
、
移
植
ご

て
、
學
級
園

衞
生
用
具
と
し
て

洗
面
器
、
タ
オ
ル
、
手
洗

石
け
ん

運
動
用
具
及
遊
び
道
具
と

六
、
主
な
る
施
設
設
備

と
し
て
は
次
の
も

性
格
は
一
般
に
不
安
定
の
児

童
が
多
く
、
男
子
は
粗
野
で

社
會
性
に
乏
し
く
注
意
散
漫

疲
勞
し
易
く
、
言
語
発
表
も

又
幼
稚
で
あ
り
、
女
子
は
内

向
性
の
も
の
が
多
く
、
殆
ん

ど
発
表
を
し
な
い
。

Ｉ
Ｑ
は
田
中
ビ
ネ
ー
式
で
最

高
八
九
、
最
低
五
四
、
平
均

七
四
で
あ
る
。

五
、
學
級
の
傾
向

知
能
檢
査
（
武
政
太
郎
集

團
檢
査
、
田
中
ビ
ネ
ー
個

人
檢
査
）

心
理
檢
査
（
内
田
ク
レ
ペ

リ
ン
作
業
檢
査
）

四
、
實
施
し
た
主
な

標
準
検
査

さ
せ
る
も
の

精
神
遅
滞
兒
で
な
く
て
も

營
業
不
振
兒
と
思
わ
れ
る
も

の

以
上
の
兒
童
を
担
任
に
て
選

定
し
専
門
家
に
そ
の
判
別

を

依
頼
し
編
成
す
る

宮
崎
縣
お
よ
び
宮
崎
地
區
運

營
協
議
會
主
催
の
第
五
回
夜
間

勞
働
大
學
が
、
九
月
二
十
四
日

か
ら
三
十
日
ま
で
本
市
の
勞
働

會
館
で
開
か
れ
る
の
で
、
受
講

御
希
望
の
方

は
、

九
月
二
十
日

ま
で
に
、
受
講
料

五
十
円
を
添

え
て
縣
勞
政
課
に
申
込
む
こ

と

に
な
つ
て
い
ま
す
。

な

お
講
義
は
午
後

六
時

が
ら

太
体
二

時
間
半
で
、
全
課
目
受

講
し
た
も
の
に
は
終
了
証
書

が

渡
さ
れ
ま
す
。

九
月
廿
四
日（
木
）
勞
働
組
合
論

宮
大
助
敎
授
　
上
野
裕
久

″
二
十
五
日
（
金
）
法
學
通
論

宮
大
講

師
　
　

岩
切
　

護

″
二
十
六
日
（
土
）
經
濟
學
大
意

宮
大
敎
授
　
　
吉
野

″
二
十
八
日
（
月
）
賃
金
編

基
準
局

給
與

課
長
　

前
田
末
男

″
二
十
九
日
（
火
）
社
會
保
障

縣

福
祉
協
議
會
事
務
局
長

富
高
憲
晃

″
三
十
日
（
水
）
時
事
問
題

共

同
通
信
宮
崎
支
局
前
田
正
之

◎
（
土
曜
日
は
午
後
一
時
よ
り

三
時
半
迄
）

九
月
二
十
四
日

よ
り
六
日
間

夜
間
勞
働
大
学

以
上
簡
單

に
現
在
ま
で
の
特
殊

學
級
の
概
畧

を
列
記
し
て
、
最

後
に
敎
師
の
力
の
乏
し
さ
に
も

が
ゝ
知
ら
ず
子
供
た
ち
が
安
全

感
を
も
ち
明
朗

と
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
よ
ろ
こ

ん
で
い
る
こ

と
を
附
加

い
た
し
ま
す
。

し
て

輪
投
げ
、
縄
と
び
、
ボ
ー

ル

毎
年
新
學
期
の
一
年
生
に
新
し
く
入
學
す
る
兒
童
が
入

學
通
知
書
が
洩
れ
た
り
、
ま
つ
た
く
來
な
か
つ
た
り
し
て

就
學
出
米
な
く
て
お
困
り
に
な
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
が

こ
れ

は
皆
さ
ん
が
住

所
を
變
更
さ
れ
た
際
等
住
民
登
録
を

さ
れ
ず
に
怠
つ
た
り
、
且
以
前
の
住
居
に
そ
の
儘
で
學
校

も
新
し
い
校
區
の
學
校
に
行
か
ず
に
前
の
校
區
（
以
前
の

住
所
）
の
學
校
に
通
學
し
て
い
る
生
徒
、
兒
童
が
見
受
け

ら
れ
ま
す

が
こ
の
場
合
も
轉
居
さ
れ
る
と
同
時

に
住
民
登

録
を
し
て
更
に
市
の
敎
育
委
員
會
に
轉
校
（
校
區
が
か
わ

れ
ば
必
ず
屆
け
る
こ
と
）
の
屆
け
を
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

來
年
（
二
十
九
年
度
）
の
新
入
學
兒
童
に
つ
い
て
は
九

月
に
市
内
各
小
、
中
學
校
か
ら
調
査
に
來
た
事
と
思
い
ま

す
が
市
の
敎
育
委
員
會
で
も
十
月
に
住
民
登
録
を
基
礎
に

し
て
新
入
學
兒
童
の
調
査
を
致
し
ま
す
の
で
學
校
か
ら
の

調
査
が
來
た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
安
心
し
て
住
民
登
録
、
轉

入
、
轉
居
屆
を
怠
つ
て
い
ら
れ
る
と
入
學
通
知
が
洩
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
學
校
か
ら
の
調
査
が
來
て
も
登
録

が
し
て
な
い
時

は
早
急
に
登
録
を
し
て
子
供

さ
ん
方

が
一

年
生
の
就
學
に
洩
れ
な
い
樣
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

◎
尚
二
十
九
年
一
月
十
五
日
成
人
証
書
を
授
與
さ
れ
る
方

（
満
二
十
才
）
も
登
録
を
し
て
ゐ
ら
れ
な
い
場
合

は
調
査

に
洩
れ
て

成

人

証

書
が
貰
え
な
い
事
と
な
り
ま
す
の
で

必
ず
現
在

の
住

所
に
住
民
登
録
を
し
て
下

さ
い

。

新
入
学
兒
童
の
た
め
に

住
民
登
録
を
し
ま
し
よ
う

學
年
の
在
籍
兒
童
中
、
精

神
遅
滞
の
た
め
學
級
運
營

上
甚
だ
し
く
支
障
を
感
じ

三
、
編
成
の
方
法

年
月
日
　
昭
和
二
十
八
年

四
月

學
年
　
第
二
學
年

人
員
　
男
七
名
　
女
五
名

計
十
二
名

級
名
　
二
松

二
、
特
殊
學
級
の
編
成

精
神
遅
滞
兒
の
敎
育
を
實
験

研
究
す
る
中
心
學
級

と
し
て

設
置
す
る

一
、
編
成
の
動
機

（
精
神
遅
滞
兒
）
に
つ
い
て

檍
小
特
別
學
級

こ
の
種
の
敎
育
は
得
て
し
て

効
果
を
あ
せ
り
す
ぎ
る
、
特

別
な
原
因
の
兒
童
を
除
き
、

期
待
す
る
程
の
効
果
が
見
え

る
も
の
で
は
な
い
。
効
果
を

急
が
ず
た
ゆ
み
な
ぎ
努
力
の

後
に
い
く
ば
く
か
の
花
が
咲

き
實
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
そ

れ
を
も
つ
て
せ
め
て
も
の
樂

し
み
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か

六
、
こ
の
学
級
に
對

し
て
の
所
見

は
自
ら
異
な

る
と
思
わ
れ
る

本
校
に
於
て
は
對
象
兒
童
の

能
力
の
關
係

か
ら
見
て
獨
自

の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
有
つ
て

い
な
い
か
わ
り
に
指
導
面
に

於
て
特
別

の
配
意

を
し
て

い

る
。

最
密
な
特
殊
學
級
の
指
導
の

爲
め
に
は
獨
自
の
カ
リ
キ
ユ

ラ

ム
が
必
要
で

あ
る
。
然
し

そ
れ
は
小
學
校
と
中
學
校
で

五
、
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

Ａ
　

精
神
遅
滞
　
　
　

二
名

Ｂ
　

環
　

境
　
　
　
　

二
名

Ｃ
　

身
体
的
欠
陥
　

一
四
名

（
ア
デ
ノ
ロ
イ

ド
鼻

カ
タ
ル
中
耳
炎

Ｄ
　
　

そ
の
他

五
名

四
、
學
業
不
振
の
主
な

る
理
由
と
思
わ
れ

る
も
の

Ａ
　
編
成
の
方
法

第
一
學
年
の
間
に
於
て
調

査
し
た
學
習
成
績
に
よ
つ

て
低
位
に
あ
つ
て
そ
の
原

因
を
各
角
度
か
ら
檢
斗
し

父
兄
の
諒
解
を
得
て
編
成

し
た
從
つ
て
學
習
能
力
は

極
め
て
低
か
つ
た
。

Ｂ
　
Ｌ
Ｑ
面
か
ら

武
政
太
郎
氏
の
小
學
新
入

兒
知
能
テ
ス
ト
の
結
果
は

最
高
1
2
4
　
最
低
7
7
平
均

9
5
　で
平
均
は
中
の
下
で

あ
る
。

Ｃ
　
學
習
作
業
面

編
成
當
時
は
、
敎
科
書
の

視
寫
が

殆
ん
ど
書
け
な
い
、
九
名

少
し
書
け
る
八
名
、
大
体

書
け
る
六
名
で
あ
つ
た

三
、
編
成
の
方
法

と
そ
の
基
準

Ｃ
人
　
員

男
一
三
名
女
一

〇
名
計
二
三
名

宮

崎

小

学

校

特
別
学
級
の
概
要

兒
　
玉
　
敏
　
雄

特
別
學
級
に
つ
い
て

Ａ
年
月
日
　
昭
和
二
十
八
年

四
月

Ｂ
學
　
年
　
第
二
學
年

二
、
特
別
學
級
編
成

の
概
要

特
殊
敎
育
の
必
要
性
は
今
更

論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
然
し

こ
れ
が
實
施
に
は
各
種
の
障

害
が
横
た
わ
つ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ

の
障
害

の
除
去
を

待
つ
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
は
!
!
實
に
敎
育
上
の
重
大

問

題
で

あ
る
。

同
僚
に
は
な
れ
て
ゆ
く
ば
ぐ

れ
鳥
、
日
陰
の
草
、
こ
の
兒

童
ら
に
一
刻
も
早
く
救
い
の

手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
は
兒

の
親
と
し
て
も
、
敎
師
と
し

て
も
緊
急
を
要
す

る
當
然
の

處
置
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

不

充
分
な
そ
し
て
無
理
な
條

件
を
克
服
し
て
學
業
不
進
兒

と
取

組
ん
だ

の
が
本
校
の
特

別

學
級
で

あ
る
。

一
、
編
成
の
主
旨

と
動
機

私
は
常
に
思
う
わ
か
り
き
つ

た
事
で
あ
る
が
敎
育
委
員
は
敎

育
が
第
一
で
あ
る
少
く
と
も
敎

育

の
た
め
で
あ
れ
ば
右
顧
左
傾

す

る
必
要
は
な
い
と
思
う
（

偏

狹
な
る
意
味
で
は
な
い
）
一
に

も
敎
育
二
に
も
三
に
も
而
し
て

後
に
他
の
面

と
の
事

を
考
へ
て

處
理
し
て
行

き
た
い
と
思
う
。

宮
崎
縣
は
他
縣
に
比
し
て
敎
育

面
に
於
て
進
ん
で
居

る
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
は
た
し
て
敎
職

員
に
對
し
て
優
遇
し
て
居
る
や

退
職
金
問
題

、
定
期
昇
給

、
結

休
問
題
、
日
宿
直
料
問
題
等
敎

組
の
問
題

と
な
る
は
當
然
で
あ

る
一
日
も
速
か
に
解
决
せ
ん
事

を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

一
年
前
を
回
顧
し
て
い

か
に
し

て
民
意
を
敎
育
面
に
現
わ
す
か

私
達
の
子

弟
の
幸
福
の
爲
に
先

生
達
が
安
心
し
て
働
け
る
敎
育

行
政
を
や
つ
て
行
く
事
を
？
め

て
御

誓
い

を
す
る
次
第
で
あ
る

突
然
の
國
會
解
散
に
よ
つ
て

地
敎
委
発
足
し
て
一
年
、
子
供

の
幸
福
の
爲
、
市
民
の
敎
育
の

爲
に
誓
つ
て
一
年
、
反
省
し
て

も
無
駄
で
な
い
と
思

う
。

は
た
し
て
今
日
一
年
前

と
比

較
し
て
（

比
較
す
る
の
が
無
理

で

は
あ
る
が
）
前

進
し
て
い

る

や
否
や

、
い
ま
だ
こ
の
答
が
出

る
の
で
あ
る

が
。
而

過
去
一
年

は
地
困
め
の
時
で

あ
り
試
練
時

代
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
試
練

は
續
く

と
思
う
。
確
か
に
財
政

難
と
云
う
問
題
は
全
國
の
地
敎

委

の
共
通
の
な
や
み
で

あ
り
、

又
地
敎
委
に
限
ら
ず
地
方
行
政

の
共
通
点
で
あ
る
が
、
宮
崎
市

も
亦
財
政
的
に
苦
勞
し
て
居

る

の
を
見
る
時
、
一
人
敎
育
の
面

だ
け
余
裕
が
あ
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い

が
、
而
財
政
権
の
確
立

な
く
て
地
敎
委
の
発
展
は
困
難

で

あ
る
と
思
う
。

敎
育
の
民
主
化
、
地
方
分
權
も

敎
育
の
自
主
性
の
確
立
と
云
う

三
原
則
も
又
困
難
と
云

わ
ざ
る

を
得
な

い
。

幸
い
に
し
て
市
長
始
め
市
會
に

於
て
も
敎
育
に
非
常
に
理
解
が

あ
り
熱
心
で
あ
る
か
ら
必
ず
や

我
々

の
夢
も
又
現
實
に
な
る
事

と
信
じ
て
居
る
。

こ
の
一
年

を
顧
み
て

敎
育
委
員原
　
　

隆

最近七ケ年間の兒童、生
徒增減状况

学校敎育費の支出項目別にみた生徒一人当りの經費 (1)学校敎育費の財源別にみた市別生徒一人当りの經費

中　　學　　 校

小　　學　　 校

地區別出席状况調

小中学校の出席状况調

学校教育費の支出分析

學校敎育費の財源區分　小　學　校
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